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がくしゅうかだい（２ねんせい） 

【こくご】けいかくをたててすこしずつとりくんでいきましょう。 

＜べんきょうすること＞ 

◆「かんさつ名人
めいじん

になろう」（きょうかしょ 52～57 ページ）にとりくみます。 

 いきものやしょくぶつをかんさつして、さいごにきろくする文しょうを 

 書くべんきょうです。 
 

①いきものやしょくぶつから、かんさつしてみたいものをきめます。 

※いえの中や、いえのちかくにかんさつするものがないときは、 

本（ずかんなど）やしゃしんをつかってもいいです。 
 

②きょうかしょ 53ページを読み、かんさつするときの６つのポイント 

をたしかめます。 
 

③６つのポイントをかんがえながら、

かんさつしてみましょう。かんさつ

したことをメモしておきましょう。

（れい１） 
 

 ※ずかんやしゃしんをつかうとき

は、大きさや形、色など、見てわ

かることをメモしましょう。 
 

  ※（れい２）のように、ポイントを 

表にして書いてもいいです。 

    
 

  ※できたら、「～みたいだ。」「～のようだ。」ということばをつかってみ 

ましょう。（手のひらみたいだ。ほしのかたちのようだ。など） 
  

 ◆あたらしいかん字「店(59 ページ)」～「海(59 ページ)」まで、とりく

みます。 
 

よ
う
す 

大
き
さ 

色 き
ん
ぎ
ょ 

六
月
〇
日 

晴
れ 

 

口
を
ぱ
く
ぱ
く
さ
せ
て
い
る 

ぼ
く
の
手
の
グ
ー
く
ら
い 

あ
か
と
く
ろ 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 
・「大きさはどのくらいかな？」「色、形はどんな様子かな？」などと観察するものの様子や動

きを言葉にできるよう、声かけをしてあげてください。 
 

・次回の学習では書きためたメモから文章を作成していきます。ご家庭に付箋があるようで

したら、観察したことを一つずつ付箋にメモすると、文章を構成する際に順番を入れ替え

たりすることが可能になります。（例） 

 

 

 

 

（れい１） （れい２） 
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【さんすう】 

 「※」は勉強
べんきょう

するときの先生からのアドバイスです。 

＜べんきょうすること＞ 

◆ひき算（計算のたしかめ） （きょうかしょ 47ページ） 
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     ＋     ＝          答え        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かごに ボールが ２３こあります。 
７ことり出すと、のこりは 何こに なるでしょうか。 

あれ？  もとの２３個と同じになったよ？ 

２つの式には どんな かんけい があるのかな？ 

 
たし算とひき算の かんけいについて 下の図

ず

や式
し き

を見て 

気づいたことを 声
こ え

に出して せつめいしよう。 

             

 

こ 

こ こ 

とり出した ７このボールを かごにもどすと、 
何こに なるでしょうか。 

 
ひかれる数 

 
16 

答え 
 ７ 

ひく数 

23 
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            ひかれる数   ひく数    答え 

                 －     ＝ 

 

                 ＋     ＝ 

 

 

２３－７ の答えは、    ＋    の 

 

計算で たしかめを することが できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)  ４ ３  (２)    

 ― １ ７   ＋   

         

(１)     (２)  ５   (３)  ６ １ 

 ― １ ６   － ３ ９   －   

  ２ ２    １ ７    ２ ７ 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 

◆ひき算（教科書 P47） 
・ひき算の式の「ひかれる数」が、計算の確かめのたし算の式では「答え」の位置に

入れ替わります。 
 

・子どもにとって、「ひかれる数」「ひく数」など用語の理解は容易ではありませんの

で、２年生では、ブロックの動きや図の矢印などを用いて、理解を助けるとよいで

す。今後、少しずつ算数の用語に慣れさせていくことが望ましいです。 

 

 ＜れんしゅうもんだい①＞  ４３－１７の計算をしましょう。 
           また、答えの たしかめを しましょう。 
 

＜この 勉強
べんきょう

で、わかったことや、きづいたこと、 

おもしろかったところを、おうちのひとに お話
はな

ししてみよう。＞ 

 

 

  

※ひき算の答えにひく数
か ず

をたす

と、ひかれる数になります。 

 
 

  23 

16 ７ 23 

７ 16 

２３   １６ 

― ７  ＋ ７ 

１６   ２３ 

⑴４３ －１７ ＝ 

 

⑵   ＋   ＝ 

 ＜れんしゅうもんだい②＞  □にあてはまる数は いくつでしょうか。 
 


